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ユベール・ロベール
《廃墟のなかの水飲み場》
1774 年、サンギーヌ・紙
ヴァランス美術館
©musée de Valence

　ポンペイやヘルクラネウムの遺跡発掘に沸

いた18世紀、「廃墟の画家」として名声を築

いたフランスの風景画家ユベール・ロベール

（Hubert Robert 1733-1808）。その作品には、

朽ちかけた古代神殿やモニュメントが自由な

創意を加えられて現前する一方、木々の緑や

流れる水、日々の生活を営む人々の姿がコン

トラストをなしています。彼の絵を観る者は、

流れゆく時間、自然、そして芸術の力に思い

をめぐらすように誘われてきました。

　一方、「廃墟のロベール」は、名誉ある「国

王の庭園デザイナー」の称号を持ち、王室や

貴顕のために数々の風景式庭園のデザインも

手がけています。ロベールが実際の庭園空間

に古代風建築物や人工の滝、洞窟などを配

していたことを知れば、絵画空間に描かれた

空想の風景はさらに生きた魅力を持ち始める

ことでしょう。

　今回の展覧会は、世界有数のロベール・コ

レクションを誇るヴァランス美術館が所蔵する

貴重なサンギーヌ（赤チョーク）素描を中心に、

約130点の油彩画・素描・版画・家具を通して

ロベールの芸術を日本で初めてまとめて紹介

するものです。展覧会は、彼の画業を概観で

きるように年代順を基本としつつ、テーマとモ

ティーフによって作品を分類した6章から構成

され、ローマ留学中の初期の作品から、彼の

名声を高めた空想的風景画の数 、々フランス

革命勃発後の最晩年の作品までご覧いただ

きます。また最終章では、自然と人工が交差

する場としての庭園を切り口としてロベールの

芸術の再検討を試みたいと思います。

　古代、中世、ルネサンスと、さまざまな時

代の地層が積み重なったローマの町には、文

ユベール・ロベール − 時間の庭
会期：2012年3月6日（火）～ 5月20日（日）

Hubert Robert  – Les jardins du Temps



字通り、時間が作り上げた風景がありました。

今回展示する多数の素描に見られるように、

ロベールは11年に及ぶイタリア滞在期に、在り

し日の威容を語る古代遺跡や、ルネサンスの

栄華を示す大建築、あるいは打ち捨てられて

植物が繁茂するノスタルジックな庭園等々の

眺めを次 と々素描に残しています。若き日に夢

中で描きためたこれらのモティーフを、ロベー

ルは数々の空想的風景画、そして庭園デザイ

ンの中で繰り返し引用し、展開させ、いくつ

もの「時間の庭」を作り出していくことになり

ます。

　日本ではまだ馴染みの薄い画家ですが、

ロベールの芸術とその制作背景は、古代趣

味やサロン文化、庭園芸術など、同時代のさ

まざまな文化領域と興味深い接点を有してい

ます。ロベールが絵画と庭園の中に作り上げ

たアルカディアの秘密を探る本展が、18世紀

の芸術文化の新しい魅力の発見につながる

機会となれば幸いです。

（国立西洋美術館主任研究員　陳岡めぐみ）
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ユベール・ロベール　–　時間の庭　
一般　  1,300 円　（1,000 ／ 900 円） 
大学生  1,000 円　 　（800 ／ 600 円）
高校生  　 600 円　　 （500 ／ 400 円）
中学生以下…無料
＊（　）内は前売料金／ 20 名以上の団体料金
※前売券は 3 月 5 日（月）まで販売。3 月 6 日（火）
からは当日券販売。
チケットぴあ、ローソンチケット、セブン - イレブン、
イープラス、JTB、国立西洋美術館ホームページか
らオンラインチケット販売。

（国立西洋美術館館内での前売券販売はありません。）
＊本展の観覧券で常設展示も併せてご覧いただけます。

ユベール・ロベール《アルカディアの牧人たち》
1789年、油彩・カンヴァス
ヴァランス美術館　©musée de Valence

ユベール・ロベール《古代遺物の発見者たち》
1765年、油彩・カンヴァス、ヴァランス美術館　
©musée de Valence, photo. Philippe Petiot.

表紙《セプティミウス・セウェルス門のヴァリエーション》
1756 年、淡彩、グアッシュ・紙　ヴァランス美術館
©musée de Valence
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ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ
《跳橋》、『牢獄』（第1版）より
1758－60年頃（1749－50年初版）

ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ
《跳橋》、『牢獄』（第2版）より
1760年代半ば（1761年初版）

　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージは18

世紀イタリアを代表する版画家ですが、同時

に建築家でもありました。彼は建築家である

ことを誇りとし、作品には「建築家ピラネージ」

とサインすることも多かったのですが、その実、

彼が設計したのは広場と教会がそれぞれひ

とつのみでした。彼の名はもっぱら数多くの

銅版画作品によって知られています。版画連

作『牢獄』はなかでも最も有名なものと言える

でしょう。とりわけ19世紀に入ると、ロマン主

義の潮流の中で、この作品は多くの小説家の

イマジネーションを刺激しました。その後も現

在に至るまで、美術はもとより、建築や小説、

さらには映画にも、刺激を与え続けています。

　『牢獄』連作には、その名の通り、牢獄の様々

な情景が描かれています。もっとも、現実の

牢獄を描いたものではなく、そこにあるのは空

想の世界です。巨大な柱や梁、鎖、拷問の道

具の数々や囚人たちが、思い切って引かれた

力強い線や大胆な構図によって描かれます。

ピラネージは時に自分の指や掌まで使ってイン

クを版にのせ、版画の表現を追求しています。

　当館は『牢獄』第一版と、第一版に大きく

加筆し、さらに二枚を加えて出版した第二版

を所蔵します。第二版はピラネージが独立し

た1761年に作られたもので、明暗の対比が強

まり、より劇的な印象を与えます。今回の展示

では第一版と第二版の両方、計30点を展示し

ますので、両者を見比べることで彼の構想の

変化を追うことができます。圧倒的な迫力を

もつ作品の数 を々お楽しみください。

　（国立西洋美術館主任研究員　渡辺晋輔）

ピラネージ『牢獄』展
会期：2012年3月6日（火）～ 5月20日（日）新館2階　版画素描展示室

常設展　
一　般　420 円 （210 円）
大学生　130 円　　(70 円 )
小・中学生・高校生及び 18 歳未満、65 歳以上、
心身に障害のある方及び付添者 1 名は無料

（入館の際に学生証または年齢の確認できるもの、
障害者手帳をご提示ください。）
＊（　）内は 20 名以上の団体料金
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週末ボランティア体験記

　建築ツアーは、国立西洋美術館本館と

前庭を歩きながら、この建築の特徴をみて

いくものです。毎回、老若男女多くの方々

に参加して頂いております。ツアーを始め

てもうすぐ3年、緊張しながらも、ようやく

参加者の様々な反応を感じながら進行でき

るようになりました。

　本館は20世紀を代表する建築家ル・コル

ビュジエの設計で、今後100年、200年と

語り継がれていく、いわばミケランジェロ級

の建築家による作品だと思います。見所は

たくさんあります。

　ル・コルビュジエは雄弁な建築家でした。 

実際に話をしている映像等を観たことはあ

りませんが、雑誌や作品集を数々出版し、

「住宅は住むための機械である」、「ニュー

ヨークの摩天楼は低すぎる」など、センセ

ーショナルな語り口は伝説的です。ところ

が、西洋美術館は一見、落ち着き洗練さ

れた印象です。建築ツアーでは、この上品

で洗練された印象の佇まいの中から、ル・

コルビュジエの「現代の建築とはこうあるべ

きだ！」という熱い声を探すように進めてい

きたいと思っています。

　約50分という長めのツアーに最後までお

付き合いしていただけるのも、ル・コルビュ

ジエが沢山の見所を用意してくれているから

と感じています。無限成長美術館、モデュ

ロール、建築的プロムナード等々。私自身も

ツアーでトークをする度に魅力を発見し、優

れた建築の持つ意味とか価値について考え

させられます。現代においても、ル・コルビ

ュジエの建築は、建築を考え、建築を作る

に当たり、ある種の勇気とか元気を与えてく

れるのではないでしょうか。

（国立西洋美術館ボランティア　前田直哉）

建築ツアー — ル・コルビュジエの設計による国立西洋美術館本館と前庭を歩く — 

建築ツアー　
日　 時：第 2・第 4 日曜日（開館時）15:00 ～（約 50 分）
定　 員：各回 15 名（先着順）　14:30 よりインフォ

メーションにて整理券が配布されます。参加
ご希望の方は、整理券をお持ちください。

集合場所：本館１階ロビー
	 都合により中止とさせていただくことがあります。
	 詳細は当館ホームページにてご確認ください。

前庭から見た外観（撮影：新 良太）

本館19世紀ホール
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EVENTイベント

● 講演会

● スライド・トーク

● 国際シンポジウム「時の作用と美学」

日　時：	3月6日（火）
	 14:00～15:30
	 エレ－ヌ・スタニスラス＝ムーラン
	 （ヴァランス美術館長）

	 「ユベール・ロベールと
	 ヴァランス美術館コレクション」

日　時：	3月31日（土）
	 14:00～15:30
	 永見文雄（中央大学教授）

	 「ルソーにおける自然と庭園　
	 － ロベール理解のために」

日　時：	4月28日（土）
	 14:00～15:30
	 陳岡めぐみ（国立西洋美術館主任研究員）

	 「ユベール・ロベール　
	 － 奇想の風景」

展覧会のみどころや主な作品についてスライドを使って解説します。

日　時：3月16日（金）、4月20日（金）、5月11日（金）
	 各回　18:00～（約30分）
会　場：国立西洋美術館講堂（地下２階）
解　説：陳岡めぐみ（国立西洋美術館主任研究員）
定　員： 各回先着140名
（聴講無料。本展の観覧券をお持ちのうえ、直接会場にお越しください。）※17：30開場

日時・会場：4月14日（土）　国立西洋美術館講堂（地下２階）
4月15日（日）　東京日仏学院（飯田橋駅下車）

発表者：日本、フランスの研究者・建築家・アーティスト、15名（予定）
＊一般の方の参加も可。
＊参加方法等の詳細は決定次第、当館ホームページでお知らせします。

＊講演会等の内容は急きょ変更となる場合があります。最新の情報は、当館ホームページ等でご確認ください。

ユベール・ロベール − 時間の庭
展覧会に関連して次のプログラムを実施いたします。ぜひご参加ください。

会　　場：国立西洋美術館講堂（地下２階）
定　　員：各回先着140名（聴講無料。ただし聴

講券と本展の観覧券が必要です。）
参加方法：当日12:00より、館内インフォメーショ

ンにて、本展の観覧券をお持ちの方お
１人につき１枚聴講券を配付します。会
場へは、開演の30分前からご入場い
ただけます。
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Museum 
shop

カフェすいれんCafe

ミュージアム
ショップ

チケット売場、館内施設（常設ミュージアムショップ、カフェすいれん）でSuica、各種クレジットカードがご利用いただ
けます。（ただし、一部除外品がございます。） 詳細については、当館 HPをご覧ください。

展覧会カタログ2、3冊が楽に入る底マチ・
内ポケット付の丈夫なバッグにル・コルビュ
ジエによる国立西洋美術館の「初期全体計
画案スケッチ」をプリントしました。

シンプルで落ち着いたデザインとなってお
りますので、男女年齢問わずご使用いただ
けます。

新商品

●トートバッグ　　
   新柄　2,500円（税込み）

チキンと大根、芽キャベツ、プチオニオン
などのたっぷりの野菜を柔らかく煮込みま
した。ボリュームたっぷりのチキンスープ
仕立てがすいれん風です。

●フランス家庭料理ポトフ　 
サラダ、自家製パンまたはライス付き

1,260 円（税込み）

「ユベール・ロベール – 時間の庭」

特別メニュー

期 間 3月6日～ 5月20日

化学肥料や農薬などを使わ
ず育てたぶどうで造った、
ボルドーのオーガニック・
ワイン。

木苺やカシスを思わせるフ
ルーツの香りが心地良い豊
かなボディのワインです。

●シャトー・シャブリニャック（赤）

ボトル 4,200 円（税込み） 
グラス   700 円（税込み）
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土日・祝日休 館 日

展示カレンダー［企画展示/常設展示］2012年2月～7月

●常設展示
　ロダンの彫刻と、中世末期から18世紀末頃までのオールド・マスターの絵画、モネ、ルノワールなどのフランス近代絵
　画と20世紀初頭までの絵画を展示しています。
  （展示作品については、館内インフォメーションでおたずねいただくか、当館ホームページをご覧ください。）

MAY 1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 277 14 21 28 29 30 31

5

ピラネージ『牢獄』展（新館２階版画素描展示室）３月６日（火）～５月20日（日）

ユベール・ロベール  ─  時間の庭 
（企画展示室）３月６日（火）～５月20日（日）

JUN 1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 277 14 21 28 29 30

6

JUL 1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 277 14 21 28 29 30 31

7 ベルリン国立美術館展　学べるヨーロッパ美術の400年 
（企画展示室）6月13日（水）～9月17日（月・祝）

ベルリン国立美術館展　学べるヨーロッパ美術の400年 
（企画展示室）6月13日（水）～9月17日（月・祝）

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 277 14 21 28 29 30

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 277 14 21 28 29 30 31

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 277 14 21 28 29

ピラネージ『牢獄』展（新館２階版画素描展示室）３月６日（火）～５月20日（日）

ユベール・ロベール  ─  時間の庭 
（企画展示室）３月6日（火）～５月20日（日）

ピラネージ『牢獄』展（新館２階版画素描展示室）３月６日（火）～５月20日（日）

ユベール・ロベール  ─  時間の庭 
（企画展示室）３月６日（火）～５月20日（日）

●2012年の企画展

※展覧会名、会期、内容等は変更されることがあります。
※作品の保存・貸し出し等の状況により、掲載された作品をご覧いただけない場合がございます。

全館休館
（館内整備のため） 
2月13日（月）～2月20日（月）

ユベール・ロベール　－時間の庭 3月6日～5月20日
ベルリン国立美術館展　学べるヨーロッパ美術の400年 6月13日～9月17日
手の痕跡　国立西洋美術館所蔵作品を中心とした
ロダンとブールデルの彫刻 

11月3日～2013年1月27日

国立西洋美術館
●

●

●

●

●

●

所在地…〒110-0007　東京都台東区上野公園7-7
開館時間…午前9時30分～午後5時30分
（ただし、1/31～3/4＝午前9時30分～午後5時）
毎週金曜日…午前9時30分～午後8時
＊入館は閉館の30分前まで
ゴールデンウィーク(4/28～5/6）は休まず開館します。
休館日…月曜日（ただし、月曜日が祝日あるいは振替休日となる
場合は翌火曜日）、2月13日（月）～2月20日（月）、6月12日（火）
＊その他、臨時に休館することがあります。
常設展無料観覧日…毎月第2、第4土曜日、文化の日（11月3日）
お問い合わせ・・・ハローダイヤル：03－5777－8600
　　　　　　　 http://www.nmwa.go.jp/

編集・発行　国立西洋美術館/平成24年2月20日（年4回発行）
協　　力 （財）西洋美術振興財団
印　　刷 （株）アイネット

誌名について…「ZEPHYROS」（ゼフュロス）は
ギリシャ神話の神々のひとりで、西風を司る神様
の名前です。西欧では暖かさと色さまざまの花々
を運ぶ春の風をさします。

※

第50号  


